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研究成果の概要（和文）：寄生原虫の精製DNAをターゲットに各種原虫を特異的に検出可能な網羅的PCRスクリーニング
法を開発し、以下の研究成果を達成した。（１）ケニアのHIV感染学童のEntamoeba属感染状況の分子疫学調査：健常児
との比較においてHIV感染学童におけるアメーバ類感染の低下をみた。（２）非病原性とされてきたポレックアメーバ
が豚下痢症において病原性を示す可能性を提示。（３）トリコモナス属の分子疫学的調査：腸トリコモナスの人獣共通
感染についてエビデンスを提示した。（４）その他、ジアルジア症、アメーバ性肝膿瘍の診断・報告、野鼠に分布する
Trypanosoma属を分子同定によりT. grosiと同定。

研究成果の概要（英文）：A systemic screening method targeting protozoan parasites was developed, and 
applied the methods to various clinical examinations and molecular epidemiologic investigations. The 
achieved results are; (1) Lower prevalence of Entamoeba species in children with vertically transmitted 
HIV infection were observed in Western Kenya. (2) The genetic identification of Entamoeba polecki was 
confirmed from pigs in Japan and revealed its potential pathogenic role in the ulcerative colitis. (3) 
Genetic identification of various trichomonads species isolated from humans and related mammals were 
confirmed. The data showed the wide distribution of an specific genotype of Pentatrichomonas hominis 
among human and animals, and thus P. hominis is considered to be a zoonotic protozoan. (4) Other 
achievements; Clinical diagnoses of giardiasis and amebic liver access. The molecular epidemiologic 
investigation of Trypanosoma sp. among Japanese wild rodents could reveal the presence of T. grosi.

研究分野：寄生虫学
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１．研究開始当初の背景 
 
 臨床における寄生原虫検査のゴールドス
タンダードは未だに形態学的顕微鏡検査だ
が、形態的に鑑別できない病原性の赤痢アメ
ーバと非病原性のディスパアメーバなどの
存在もあり、分子分類をベースとした寄生虫
診断が臨床検査においても利用されるよう
になってきた。しかしながら、寄生原虫の分
子分類は、一部の病原性原虫でこそ確立して
いるものの、ヒトから検出される多くの寄生
原虫、特に非病原性原虫では、ヒト由来株の
レファレンス DNA 配列情報ですら登録は限
定的である。したがって、ヒトから検出され
る多様な原虫類について、分子分類に基づく
網羅的なスクリーニング検査を実現するた
めには、非病原性原虫を含むレファレンス収
集と各原虫に関する分子分類の確立が必要
である。 
 
２．研究の目的 
 
 ヒト寄生原虫を網羅的に検出が可能な分
子生物学的スクリーニング法を確立し、臨床
検査、分子疫学調査での利用を可能にする。 
 
３．研究の方法 
 
 各寄生原虫について以下のステップを適
用し、レファレンス収集及び分子分類の確立
を進めた。 
（1）臨床、疫学調査サンプルを材料に、ゲ
ノム DNA を精製。 
（2）主に 18Ｓ小サブユニットリボソーマル
RNA 遺伝子座をターゲットに各原虫を特異的
に検出可能な PCR 法を確立することで、リフ
ァレンス DNA 配列を決定・収集する。 
（3）18Ｓ小サブユニットリボソーマル RNA
遺伝子座の部分シークエンス配列に基づく
系統樹・アライメントをベースに、原虫グル
ープ（Amoebazoa, Fornicata, Parabasalia, 
Alveolata, Stramenopiles）毎のユニバーサ
ル PCR を設計し、（2）の特異 PCR と組み合わ
せることでネステッドPCRとしての原虫スク
リーニング検査法を確立。 
（4）臨床検査、分子疫学調査において上記
スクリーニング法を実地に活用し、その有用
性及び問題点を洗い出し、改善を繰り返す。 
 
４．研究成果 
 
（1）Entamoeba 属スクリーニング法の確立：
Entamoeba histolytica（赤痢アメーバ）、E. 
dispar（ディスパアメーバ）、E. moshkovskii
（モシュコブスキーアメーバ）、E. coli（大
腸アメーバ）、E. hartmanni（ハルトマンア
メーバ）、E. polecki (syn. E. chattoni)（ポ
レックアメーバ）を特異的に同定可能なスク
リーニング法を設計、確立し、豚下痢症にお
けるポレックアメーバの検出（雑誌論文 3,4）、

ケニアの先天性HIV感染児童におけるアメー
バ類感染状況の研究（雑誌論文 1）で実地に
活用、各々、豚の出血性下痢症におけるポレ
ックアメーバの関与の可能性、HIV 陰性児童
における高いアメーバ類感染などの新規知
見を得た。 
（2）トリコモナス類のスクリーニング法確
立：動物に分布する Hypotrichomonas 属、
Tritrichomonas 属を含むトリコモナス類検
出 PCR 法 を ベ ー ス に ヒ ト 由 来 の
Pentatrichomonas hominis（腸トリコモナス）
を鑑別・検出可能なスクリーニング系を確立
し、分子疫学的なエビデンスのなかった腸ト
リコモナスの人獣共通感染について、明確な
データを提示した（雑誌論文 6） 
（3）その他の臨床検査・疫学調査への分子
同定の活用：先天性トキソプラズマ症例にお
ける臍帯血からの PCR 検出（雑誌論文 8）、形
態的に検出が困難だったジアルジアの検出
（雑誌論文 7）、アメーバ性肝膿瘍の検出（雑
誌論文 2）、野鼠から検出されるトリパノソー
マ属の同定（雑誌論文 5） 
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